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Ⅰ．本資料の目的 

1. サステナビリティ基準委員会（以下「当委員会」という。）は、第 7回サステナビリティ

基準委員会（2023 年 1月 18 日開催）において、国際サステナビリティ基準審議会（以下

「ISSB」という。）の IFRS S1 号「サステナビリティ関連財務情報の開示に関する全般

的要求事項」（以下「IFRS S1 号」という。）に相当する基準（日本版 S1基準）及び IFRS 

S2 号「気候関連開示」（以下「IFRS S2 号」という。）に相当する基準（日本版 S2基準）

の開発を当委員会の審議テーマとすることを決定した。 

2. 本資料は、日本版 S1 基準及び日本版 S2 基準におけるリスク管理に関する定めについて

検討することを目的としている。本論点に関連する論点として、第 12回サステナビリテ

ィ基準委員会（2023 年 4 月 25 日開催）において、「コア・コンテンツにおける 4 つの構

成要素」について、IFRS S1 号及び IFRS S2 号の公開草案に基づく審議を行っているが、

2023 年 6月に IFRS S1 号及び IFRS S2 号が確定したことを踏まえ、追加的に検討を行う

べきかどうかを含め、検討を行う。 

Ⅱ．事務局による提案の要約 

3. 本論点に関する事務局の提案を要約すると、次のとおりである（後述の第 29 項及び第 30

項参照）。 

(1) 日本版S1基準及び日本版S2基準において、IFRS S1号及びIFRS S2 号の定めを取り入

れ、リスク管理の開示目的を次のように定める（日本版S2基準においては、「サステナ

ビリティ関連」を「気候関連」とする。また、②は日本版S1基準のみにおいて定める。）。 

リスク管理に関する開示目的は、一般目的財務報告書の主要な利用者が、次のことを

できるようにすることにある。 

① サステナビリティ関連のリスク及び機会を識別し、評価し、優先順位付けし、モ

ニタリングするプロセス（それらのプロセスが総合的なリスク管理プロセスに

統合され、用いられているかどうか、また、統合され、用いられている場合、そ

の統合方法及び利用方法を含む。）を理解する。 

② 企業の総合的なリスクの概要及び総合的なリスク管理プロセスを評価する。 
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(2) 日本版 S1基準及び日本版 S2 基準において、IFRS S1 号及び IFRS S2 号におけるリス

ク管理に関する開示要求をそれぞれ取り入れる。 

Ⅲ．これまでの審議の概要 

4. IFRS S1 号及び IFRS S2 号の公開草案では、金融安定理事会の気候関連財務開示に関す

るタスクフォース（TCFD）による提言（TCFD 提言）を基礎として、リスク管理に関する

開示目的及び当該目的を達成するために必要な開示について提案された（IFRS S1 号公

開草案第 25 項及び第 26項、IFRS S2 号公開草案第 16 項及び第 17 項）。 

5. 本論点に関する第 12 回サステナビリティ基準委員会における事務局の提案は、次のとお

りである。 

(1) IFRS S1 号及び IFRS S2 号におけるリスク管理に関する開示目的及び開示要求につ

いて、これらと整合的な定めを日本版 S1基準及び日本版 S2 基準に取り入れる。 

6. これに対して、事務局の提案に反対する意見は聞かれなかった。 

Ⅳ．事務局による分析 

開示目的 

（IFRS S1 号） 

7. IFRS S1 号におけるリスク管理の開示目的について、公開草案と確定基準の比較は次の

とおりである（和訳は事務局による仮訳。下線は主な変更箇所。以下同じ）。 

IFRS S1 号 公開草案 

43 The objective of sustainability-related 

financial disclosures on risk management 

is to enable users of general purpose 

financial reports: 

(a) to understand an entity’s processes to 

identify, assess, prioritise and monitor 

sustainability-related risks and oppor-

tunities, including whether and how 

those processes are integrated into and 

inform the entity’s overall risk mana-

gement process; and  

(b) to assess the entity’s overall risk pro-

file and its overall risk management 

process. 

 リスク管理に関するサステナビリティ

関連財務開示の目的は、一般目的財務報

25 The objective of sustainability-related 

financial disclosures on risk management 

is to enable users of general purpose 

financial reporting to understand the 

process, or processes, by which sustain-

nability-related risks and opportunities 

are identified, assessed and managed. 

These disclosures shall enable users to 

assess whether those processes are integ-

rated into the entity’s overall risk mana-

gement processes and to evaluate the 

entity’s overall risk profile and risk 

management processes. 

 

 リスク管理に関するサステナビリティ

関連財務開示の目的は、一般目的財務報
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IFRS S1 号 公開草案 

告書の利用者が、次のすべてをできるよ

うにすることにある。 

(a) サステナビリティ関連のリスク及び

機会を識別し、評価し、優先順位付け

し、モニタリングする企業のプロセ

ス（それらのプロセスが企業の総合

的なリスク管理プロセスに統合さ

れ、情報をもたらすかどうか、また、

統合され、情報をもたらす場合、どの

ように統合され、情報をもたらすか

を含む。）を理解すること 

(b) 企業の総合的なリスク・プロファイ

ル及び総合的なリスク管理プロセス

を評価すること 

告の利用者が、サステナビリティ関連の

リスク及び機会を識別し、評価し、管理

する単一又は複数のプロセスを理解で

きるようにすることにある。これらの開

示により、利用者が、それらのプロセス

が企業の総合的なリスク管理プロセス

に統合されているかどうかを評価し、企

業の総合的なリスク・プロファイル及び

リスク管理プロセスを評価することが

できるようにしなければならない。 

8. 企業が行うリスク管理のプロセスについて、公開草案では、「リスク及び機会を識別し、

評価し、管理するプロセス」とされていたが、確定基準では「リスク及び機会を識別し、

評価し、優先順位付けし、モニタリングするプロセス」とされている（下線は事務局によ

る強調）。これは、公開草案における「管理する」の意味を明確化したものであると考え

られる。 

9. また、公開草案では、「リスク及び機会を理解し、評価し、管理するプロセスが企業の総

合的なリスク管理プロセスに統合されているかどうかを利用者が評価できるような情報

を提供すること」が目的の 1 つとされていたが、確定基準では「リスク及び機会を理解

し、評価し、優先順位付けし、モニタリングするプロセスが企業の総合的なリスク管理プ

ロセスに統合され、情報をもたらすかどうか、またその場合にどのように統合され、どの

ように情報をもたらしているかを、利用者が評価できるような情報を提供すること」と

されている（下線は事務局による強調）。これは、公開草案における「統合されているか

どうか」の意味を明確化したものであると考えられる。 

10. その他については、次のとおり、公開草案と確定基準のいずれも、主要な利用者が、次の

ことができるような情報を提供することとされていると考えられる。 

(1) リスク及び機会に関する企業のリスク管理プロセスについて理解する。 

(2) (1)のリスク管理プロセスと企業の総合的なリスク管理プロセスとの統合状況を理

解する。 

(3) 企業の総合的なリスク・プロファイル及びリスク管理プロセスを評価する。 
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11. 前項(3)の「リスク・プロファイル」という表現は、我が国の関係者にはなじみのない表

現である可能性があるが、リスク管理の文脈において「リスク・プロファイル」といった

場合、企業が直面するさまざまなリスクを洗い出した全体像といった意味で用いられて

いる事例が見受けられる。このため、「企業の総合的なリスク・プロファイル」は、「企

業の総合的なリスクの概要」に言い換えた上で、結論の背景において、我が国の関係者に

理解しやすい表現を目的としているに過ぎず、IFRS サステナビリティ開示基準と差異を

設けることを意図していない旨を明らかにすることが考えられる。 

12. 確定した IFRS S1 号は、公開草案から実質的な変更はされていないと考えられることか

ら、IFRS S1 号の定めを取り入れるという、これまでの方針は変更せず、確定した IFRS 

S1 号に基づき、当委員会が開発する基準の文案を作成することが考えられる。 

（IFRS S2 号） 

13. IFRS S2 号におけるリスク管理の開示目的について、公開草案と確定基準の比較は次の

とおりである。 

IFRS S2 号 公開草案 

24 The objective of climate-related financial 

disclosures on risk management is to 

enable users of general purpose financial 

reports to understand an entity’s process-

es to identify, assess, prioritise and moni-

tor climate-related risks and opportuni-

ties, including whether and how those 

processes are integrated into and inform 

the entity’s overall risk management 

process. 

 リスク管理に関する気候関連財務開示

の目的は、一般目的財務報告書の利用者

が、気候関連のリスク及び機会を識別

し、評価し、優先順位付けし、モニタリ

ングする企業のプロセス（それらのプロ

セスが企業の総合的なリスク管理プロ

セスと統合され、情報をもたらすかどう

か、また、統合され、情報をもたらす場

合、どのように統合され、情報をもたら

すかを含む。）を理解できるようにする

ことにある。 

16 The objective of climate-related financial 

disclosures on risk management is to 

enable users of general purpose financial 

reporting to understand the process, or 

processes, by which climate-related risks 

and opportunities are identified, assessed 

and managed. 

 

 

 

 リスク管理に関する気候関連財務開示

の目的は、一般目的財務報告の利用者

が、気候関連のリスク及び機会を識別

し、評価し、管理する単一又は複数のプ

ロセスを理解できるようにすることに

ある。 

14. IFRS S2 号におけるリスク管理の開示目的に関しては、主要な利用者が、リスク及び機会

のリスク管理プロセスと企業の総合的なリスク管理プロセスの統合状況を理解すること

ができるようにするという目的が、IFRS S2 号の公開草案には明示されていなかったた
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め、確定基準において追加したものと考えられる。こうすることにより、IFRS S1 号第 43

項(a)に示されたリスク管理の開示目的と整合することになる。 

15. 確定した IFRS S2 号におけるリスク管理の開示目的には、IFRS S1 号第 43 項(b)に示さ

れた、主要な利用者が、企業の総合的なリスク・プロファイル及び総合的なリスク管理プ

ロセスを評価することができるようにする目的が含まれていないが、これは、全般的な

要求事項を定めるIFRS S1号にのみ定められていれば良いものであると考えられるため、

IFRS S2 号で定める必要はないと考えられる。 

16. したがって、確定した IFRS S2 号は、公開草案から変更されているものの、確定した IFRS 

S1 号と整合させることを目的とした変更であると考えられるため、IFRS S2 号の定めを

取り入れるという、これまでの方針は変更せず、今後は、確定した IFRS S2 号の文言に

基づき、当委員会が開発する基準の文案を作成することが考えられる。 

開示要求 

（ISSB 基準の理解） 

17. IFRS S1 号では、リスク管理の開示について、次のように定めている（IFRS S2 号は、「サ

ステナビリティ関連」を「気候関連」としている。）。 

44 To achieve this objective, an entity shall disclose information about: 

(a) the processes and related policies the entity uses to identify, assess, prioritise and 

monitor sustainability-related risks, including information about: 

(i) the inputs and parameters the entity uses (for example, information about data 

sources and the scope of operations covered in the processes);  

(ii) whether and how the entity uses scenario analysis to inform its identification of 

sustainability-related risks; 

(iii) how the entity assesses the nature, likelihood and magnitude of the effects of 

those risks (for example, whether the entity considers qualitative factors, 

quantitative thresholds or other criteria); 

(iv) whether and how the entity prioritises sustainability-related risks relative to 

other types of risk; 

(v) how the entity monitors sustainability-related risks; and 

(vi) whether and how the entity has changed the processes it uses compared with the 

previous reporting period; 

(b) the processes the entity uses to identify, assess, prioritise and monitor sustainability-

related opportunities; and 

(c) the extent to which, and how, the processes for identifying, assessing, prioritising and 

monitoring sustainability-related risks and opportunities are integrated into and 

inform the entity’s overall risk management process. 

 この目的を達成するため、企業は次のすべてに関する情報を開示しなければなら

ない。 
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(a) 企業がサステナビリティ関連のリスクを識別し、評価し、優先順位付けし、

モニタリングするために用いるプロセス及び関連する方針。これには次のす

べてに関する情報を含む。 

(i) 企業が用いるインプット及びパラメータ（例えば、データ・ソース及び

当該プロセスの対象となる事業の範囲に関する情報） 

(ii) 企業がサステナビリティ関連のリスクの識別に情報をもたらすために、

シナリオ分析を用いているかどうか。また、用いている場合、どのよう

に用いているか 

(iii) それらのリスクの影響の性質、発生可能性及び規模を企業がどのように

評価しているか（例えば、企業が定性的要因、定量的閾値又はその他の

規準を考慮しているかどうか） 

(iv) 企業が他の種類のリスクと比べてサステナビリティ関連のリスクを優

先順位付けしているかどうか。また、優先順位付けしている場合、どの

ように優先順位付けしているか 

(v) 企業がサステナビリティ関連のリスクをどのようにモニタリングして

いるか 

(vi) 過去の報告期間と比較して、企業が用いるプロセスを企業が変更したか

どうか。また、変更した場合、どのように変更したか 

(b) 企業がサステナビリティ関連の機会を識別し、評価し、優先順位付けし、モ

ニタリングするために用いるプロセス 

(c) サステナビリティ関連のリスク及び機会を識別し、評価し、優先順位付けし、

モニタリングするためのプロセスが、企業の総合的なリスク管理プロセスと

統合され、情報をもたらす程度及びどのように統合されているのか 

（公開草案からの変更点に関する検討） 

18. IFRS S1 号及び IFRS S2 号におけるリスク管理に関する開示要求については、主に次の

点が公開草案から変更されていると考えられる（別紙参照（HP では非公表））。 

(1) リスクの識別に情報をもたらすために、シナリオ分析を用いているかどうか、また、

用いている場合、どのように用いているか（IFRS S1 号第 44 項(a)(ii)及び IFRS S2

号第 25 項(a)(ii)）に関する情報の開示は、公開草案では提案されていなかったが、

確定基準では要求されることとされた。 

(2) 公開草案では、機会をモニタリング及び管理するために用いるプロセスに加え、関連

する方針についても開示を求めることが提案されていた（IFRS S1 号公開草案第 26

項(d)(ii)及び IFRS S2 号公開草案第 17項(d)(ii)）が、確定基準では関連する方針

の開示は求められていない（IFRS S1 号第 44 項(b)及び IFRS S2 号第 25 項(b)）。 

リスクの識別におけるシナリオ分析の利用の有無 

19. 前項(1)について、シナリオ分析を用いたリスクの識別に関する開示要求が追加された経

緯は、IFRS S1 号の結論の根拠には特段の記載はないものの、IFRS S2 号の結論の根拠に



 
  審議事項 A1-3 

 

7/9 

おいて、公開草案に対するコメント提出者から、気候関連のシナリオ分析は気候関連の

リスク及び機会の識別及び評価に有用なインプットを提供できるとのコメントがあった

ため、追加の要求事項を導入することを決定したとされている（IFRS S2 号 BC72 項）。 

20. 当該要求事項については、リスクの識別のためにシナリオ分析を用いていない場合には、

その旨を開示するのみになると考えられる。また、リスクの識別のためにシナリオ分析

を用いている場合であっても、実際にシナリオ分析を用いてリスクを識別しているので

あれば、その内容を開示することになると考えられる。 

21. 当該要求事項は、サステナビリティ関連のリスクの識別のために新たにシナリオ分析の

実施を要求するものではなく、仮にレジリエンスの評価のためにシナリオ分析を行って

いたとしても、リスクの識別のためにシナリオ分析を利用することを要求するものでも

ない。また、IFRS S2 号では、気候レジリエンスの評価にあたりシナリオ分析を行うこと

が要求されているものの、リスクの識別のためにシナリオ分析を利用することは要求さ

れていない。このため、開示にあたり大きな困難は生じないと考えられることから、日本

版 S1 基準及び日本版 S2基準に取り入れることが考えられる。 

機会を識別し、評価し、優先順位付けし、モニタリングするプロセスに関連する方針 

22. 本資料の第 18 項(2)については、公開草案において提案されていた開示要求が確定基準

で削除された理由が IFRS S1 号及び IFRS S2 号の結論の根拠に記載されておらず、明ら

かではないものの、公開草案に対するフィードバックを踏まえて ISSB において検討され

た結果、削除されたものであることを踏まえると、日本版 S1 基準及び日本版 S2 基準に

おいても同様の取扱いとすることが考えられる。 

（結論） 

23. リスク管理に関する開示は、サステナビリティ関連のリスク及び機会のリスク管理につ

いて、企業が実際に行っていることを開示することを要求するものであり、新たな情報

を作成することを要求するものではないと考えられる。 

24. 以上の検討を踏まえると、国際的な比較可能性を大きく損なわせないものとするとの観

点からも、IFRS S1 号及び IFRS S2 号の定めを取り入れるという、これまでの方針は変更

せず、確定した IFRS S1 号及び IFRS S2 号に基づき、当委員会が開発する基準の文案を

作成することが考えられる。 
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重複した開示の回避 

25. IFRS S2 号第 26 項では、IFRS S2 号に基づくリスク管理に関する開示を作成するにあた

り、不必要な重複を避けなければならない旨が定められている。 

26 In preparing disclosures to fulfil the requirements in paragraph 25, an entity shall avoid 

unnecessary duplication in accordance with IFRS S1 (see paragraph B42(b) of IFRS S1). 

For example, although an entity shall provide the information required by paragraph 25, if 

oversight of sustainability-related risks and opportunities is managed on an integrated basis, 

the entity would avoid duplication by providing integrated risk management disclosures 

instead of separate disclosures for each sustainability-related risk and opportunity. 

 第 25 項の要求事項を満たすための開示を作成するにあたり、IFRS S1 号に従い、

企業は不必要な重複を避けなければならない（IFRS S1 号 B42 項(b)参照）。例え

ば、企業は第 25 項で要求される情報を提供しなければならないが、サステナビリ

ティ関連のリスク及び機会の監督が統合的に管理されている場合、それぞれのサ

ステナビリティ関連のリスク及び機会についての個別の開示ではなく、統合され

たリスク管理の開示を提供することにより重複を避けることになる。 

26. これは、IFRS S2 号におけるリスク管理の開示に関する定めが、IFRS S1 号におけるリス

ク管理の開示に関する定めと整合しているため、両者を統合して開示することができる

場合には、あえて IFRS S1 号に基づく開示と IFRS S2 号に基づく開示を別個に記載する

必要がないことを明らかにしたものと考えられる。 

27. この点、IFRS S2 号の結論の根拠では、次のように説明されている（IFRS S2 号 BC71 項）。 

(1) 設計上、IFRS S2 号のリスク管理の要求事項は IFRS S1 号の要求事項と密接に整合し

ている。整合的で比較可能である開示を確保するため、また、企業が IFRS S2 号を適

用することを支援するため、当該要求事項は IFRS S1 号及び IFRS S2 号の両方に全

文が示されている。 

(2) 例えば、企業がサステナビリティ関連のリスク及び機会についてのリスク管理に対

する全体的なアプローチを記述して、気候関連のリスク及び機会について採用する

アプローチに関しては具体的な追加的な詳細を含めることが適切である場合がある。 

28. これについて特段の論点は認識していないため、IFRS S2 号の定めを日本版 S2 基準に取

り入れることが考えられる。 

事務局による提案 

29. 日本版 S1 基準及び日本版 S2 基準において、IFRS S1 号及び IFRS S2 号の定めを取り入

れ、リスク管理の開示目的を次のように定める（日本版 S2基準においては、「サステナ
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ビリティ関連」を「気候関連」とする。また、②は日本版 S1 基準のみにおいて定める。）

ことが考えられるがどうか。 

リスク管理に関する開示目的は、一般目的財務報告書の主要な利用者が、次のことを

できるようにすることにある。 

① サステナビリティ関連のリスク及び機会を識別し、評価し、優先順位付けし、モ

ニタリングするプロセス（それらのプロセスが総合的なリスク管理プロセスに

統合され、用いられているかどうか、また、統合され、用いられている場合、そ

の統合方法及び利用方法を含む。）を理解する。 

② 企業の総合的なリスクの概要及び総合的なリスク管理プロセスを評価する。 

30. 日本版 S1 基準及び日本版 S2 基準において、IFRS S1 号及び IFRS S2 号におけるリスク

管理に関する開示要求をそれぞれ取り入れることが考えられるがどうか。 

Ⅴ．文案 

31. 本資料における事務局提案を踏まえた日本版 S1基準の文案イメージは、以下のとおりで

ある。 

（HP では非公表） 

32. 本資料における事務局提案を踏まえた日本版 S2基準の文案イメージは、以下のとおりで

ある。 

（HP では非公表） 

 

ディスカッション・ポイント 

① 本資料の第 29 項及び第 30 項に記載した事務局提案について、ご質問やご意見

があればいただきたい。 

② 日本版 S1基準及び日本版 S2 基準の文案イメージについて、ご意見をいただき

たい。 

③ 本論点に関して、他に検討すべき事項があればご意見いただきたい。 

以 上 


